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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画像と該第１画像を画像処理した第２画像とを重ね合わせるように合成して合成画
像を生成する合成手段と、
　ユーザの操作に基づいて前記合成画像の任意の領域を指定する指定手段と、
　前記指定手段により指定された領域の前記第１画像と前記第２画像との合成比率を、上
側の画像の透過度合を変化させることで変更させる制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記指定手段により指定された領域に対するユーザの操作の種類に基
づいて、前記領域における前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴とする画像
処理装置。
【請求項２】
　前記合成手段により生成された前記合成画像を表示する表示手段を更に備え、
　前記表示手段の表示領域に接触する接触位置を検出するタッチパネルを有し、
　前記指定手段は、ユーザによる前記タッチパネルの接触操作に従って当該タッチパネル
により検出された前記接触位置に基づいて前記任意の領域を指定することを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記表示手段の前記表示領域のうち前記任意の領域が表示されている
領域に対するユーザの接触操作の種類に基づいて、前記任意の領域における前記上側の画
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像の透過度合を変化させることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記表示手段の前記表示領域のうち前記任意の領域が表示されている
領域に対するユーザの接触操作による接触回数、接触時間、及び接触操作の方向のうちの
少なくともいずれか一つの種類に基づいて、前記任意の領域における前記上側の画像の透
過度合を変化させることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記タッチパネルの所定位置に対するユーザの接触操作の種類に基づ
いて、前記任意の領域における前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴とする
請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段により前記第１画像と前記第２画像との前記合成手段による合成比率が変
更された合成画像を記録する記録手段を更に備えることを特徴とする請求項１～５の何れ
か一項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御手段により前記第１画像と前記第２画像との前記合成手段による合成比率が変
更された合成画像をプリントするプリント手段を更に備えることを特徴とする請求項１～
６の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　画像処理装置を用いた画像処理方法であって、
　第１画像と該第１画像を画像処理した第２画像とを重ね合わせるように合成して合成画
像を生成する合成ステップと、
　ユーザの操作に基づいて前記合成画像の任意の領域を指定する指定ステップと、
　前記指定ステップにより指定された領域の前記第１画像と前記第２画像との合成比率を
、上側の画像の透過度合を変化させることで変更させる制御ステップと、
　を含み、
　前記制御ステップは、前記指定ステップにより指定された領域に対するユーザの操作の
種類に基づいて、前記領域における前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴と
する画像処理方法。
【請求項９】
　画像処理装置のコンピュータを、
　第１画像と該第１画像を画像処理した第２画像とを重ね合わせるように合成して合成画
像を生成する合成手段、
　ユーザの操作に基づいて前記合成画像の任意の領域を指定する指定手段、
　前記指定手段により指定された領域の前記第１画像と前記第２画像との合成比率を、上
側の画像の透過度合を変化させることで変更させる制御手段、
　として機能させ、
　前記制御手段は、前記指定手段により指定された領域に対するユーザの操作の種類に基
づいて、前記領域における前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴とするプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、画像処理方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像データに対してシャープネス等の画像処理をユーザにより指定された処理強
度で施す画像処理装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】



(3) JP 5459251 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１６７２６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１等の場合、画像処理の処理強度が変更される毎に、変更
された処理強度の画像処理を画像データに施す必要があり、処理能力のあまり高くない演
算装置を搭載した画像処理装置では処理の高速化を図ることが困難となる。特に、画像処
理の処理強度の微調整を繰り返したり、画像の一部分の領域のみの処理強度を変更する場
合などに、ユーザ所望の見た目（処理強度）の処理済み画像を得るのに時間がかかってし
まうといった問題ある。
【０００５】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、処理対象画像における所定領
域のみの出力態様を変更処理する場合であっても、当該処理に時間がかかることによりユ
ーザに与えるストレスを軽減させることができる画像処理装置、画像処理方法及びプログ
ラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の画像処理装置は、
　第１画像と該第１画像を画像処理した第２画像とを重ね合わせるように合成して合成画
像を生成する合成手段と、ユーザの操作に基づいて前記合成画像の任意の領域を指定する
指定手段と、前記指定手段により指定された領域の前記第１画像と前記第２画像との合成
比率を、上側の画像の透過度合を変化させることで変更させる制御手段と、を備え、前記
制御手段は、前記指定手段により指定された領域に対するユーザの操作の種類に基づいて
、前記領域における前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴としている。
【０００７】
　また、本発明の画像処理方法は、
　画像処理装置を用いた画像処理方法であって、第１画像と該第１画像を画像処理した第
２画像とを重ね合わせるように合成して合成画像を生成する合成ステップと、ユーザの操
作に基づいて前記合成画像の任意の領域を指定する指定ステップと、前記指定ステップに
より指定された領域の前記第１画像と前記第２画像との合成比率を、上側の画像の透過度
合を変化させることで変更させる制御ステップと、を含み、前記制御ステップは、前記指
定ステップにより指定された領域に対するユーザの操作の種類に基づいて、前記領域にお
ける前記上側の画像の透過度合を変化させることを特徴としている。
【０００８】
　また、本発明のプログラムは、
　画像処理装置のコンピュータを、第１画像と該第１画像を画像処理した第２画像とを重
ね合わせるように合成して合成画像を生成する合成手段、ユーザの操作に基づいて前記合
成画像の任意の領域を指定する指定手段、前記指定手段により指定された領域の前記第１
画像と前記第２画像との合成比率を、上側の画像の透過度合を変化させることで変更させ
る制御手段、として機能させ、前記制御手段は、前記指定手段により指定された領域に対
するユーザの操作の種類に基づいて、前記領域における前記上側の画像の透過度合を変化
させることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、処理対象画像における所定領域のみの出力態様を変更処理する場合で
あっても、当該処理に時間がかかることによりユーザに与えるストレスを軽減させること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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【図１】本発明を適用した一実施形態の画像出力装置の概略構成を示すブロック図である
。
【図２】図１の画像出力装置による画像生成処理に係る動作の一例を示すフローチャート
である。
【図３】図２の画像生成処理を説明するための図である。
【図４】図２の画像生成処理を説明するための図である。
【図５】図２の画像生成処理を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
　図１は、本発明を適用した一実施形態の画像出力装置１００の概略構成を示すブロック
図である。
【００１２】
　本実施形態の画像出力装置１００は、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２とを合成して合成画
像Ｐ３を生成し、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて指定された当該合成画
像Ｐ３の所定領域Ａにおける第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合成比率を変更させる。
　具体的には、図１に示すように、画像出力装置１００は、表示部１と、操作入力部２と
、画像処理部３と、合成画像生成部４と、画像記録部５と、プリント部６と、メモリ７と
、中央制御部８とを備えている。
【００１３】
　表示部１は、表示パネル１ａと、表示制御部１ｂとを具備している。
　表示制御部１ｂは、合成画像生成部４により生成された合成画像Ｐ３（例えば、合成画
像Ｐ３等；図３参照）の画像データや画像記録部５の記録媒体Ｍから読み出され画像処理
部３により復号された画像データを表示パネル１ａの表示画面に表示させる。
　表示パネル１ａとしては、例えば、液晶表示パネルや有機ＥＬ表示パネルなどが挙げら
れるが、これらに限られるものではない。
【００１４】
　操作入力部２は、例えば、数値、文字等を入力するためのデータ入力キーや、データの
選択、送り操作等を行うための上下左右移動キーや各種機能キー等によって構成される操
作部を有し、これらの操作部の操作に応じて所定の操作信号を出力する。
【００１５】
　また、操作入力部２は、表示部１の表示パネル１ａと一体となって設けられたタッチパ
ネル２ａを有している。
　タッチパネル２ａは、表示パネル１ａの画像表示領域をなす表示画面に直接的若しくは
間接的に接触するユーザの指（手）やタッチペン等の接触位置を検出する。即ち、タッチ
パネル２ａは、例えば、表示画面上或いは当該表示画面よりも内側に設けられ、抵抗膜方
式、超音波表面弾性波方式、静電容量方式等の各種方式により、表示画面上における接触
位置のＸＹ座標を検出する。そして、タッチパネル２ａは、接触位置のＸＹ座標に係る位
置信号を出力する。
　なお、タッチパネル２ａによる表示画面上における接触位置の検出精度は、適宜任意に
変更可能であり、例えば、厳密に一の画素を接触位置としても良いし、一の画素を中心と
する所定範囲内の複数の画素を接触位置としても良い。
【００１６】
　画像処理部３は、アート変換処理部３ａを具備している。
　アート変換処理部３ａは、処理対象である所定の画像Ｐａを各種の視覚的効果を有する
画像に加工するアート変換処理を施す。
　ここで、アート変換処理とは、処理対象となる所定の画像Ｐａの視覚的効果、即ち、表
示部１に表示された状態における表示態様を変化させる画像処理のことである。アート変
換処理としては、具体的には、例えば、色鉛筆で書いたような視覚的効果を有する画像に
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加工する「色鉛筆風」（図３（ａ）参照）や、油彩絵の具で描いたような視覚的効果を有
する画像に加工する「油彩画風」や、水彩絵の具で描いたような視覚的効果を有する画像
に加工する「水彩画風」等が挙げられるが、一例であってこれらに限られるものではなく
、適宜任意に変更可能である。
　そして、アート変換処理部３ａは、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて指
定された所定の処理内容のアート変換処理（例えば、「色鉛筆風」等）を所定の画像Ｐａ
に対して施す。
　なお、画像を各種の視覚的効果を有する画像に加工する技術は、例えば、公知の画像処
理関連のソフトウェアを用いた処理と略同様の処理によって実現され、ＨＳＶ色空間にお
ける色相、彩度、明度などを変更したり各種のフィルタを用いることで行われるが、公知
の技術であるので、詳細な説明を省略する。また、「○○風」とは、公知の画像処理関連
のソフトウェアによって実現可能なアート変換処理が施された視覚的効果のことを言う。
【００１７】
　なお、画像処理としては、所定の画像Ｐａを絵画調の画像に加工するアート変換処理に
限られるものではなく、例えば、輪郭強調処理、階調補正処理、２値化処理など適宜任意
に変更することができる。
【００１８】
　また、画像処理部３は、画像データを所定の符号化方式（例えば、ＪＰＥＧ方式等）に
従って圧縮・符号化する符号化部や、記録媒体Ｍに記録された符号化済みの画像データを
当該符号化方式に対応する復号化方式で復号化する復号化部（何れも図示略）等を備えて
いても良い。
【００１９】
　合成画像生成部４は、第１画像取得部４ａと、第２画像取得部４ｂと、画像合成部４ｃ
と、領域指定部４ｄと、合成比率制御部４ｅとを具備している。
【００２０】
　第１画像取得部４ａは、第１画像Ｐ１を取得する。
　即ち、第１画像取得部４ａは、画像合成部４ｃによる合成対象の画像である第１画像Ｐ
１を取得する。具体的には、第１画像取得部４ａは、記録媒体Ｍから読み出され画像処理
部３により復号化された所定の画像Ｐａの画像データを第１画像Ｐ１として取得する。
　なお、第１画像取得部４ａは、所定の画像Ｐａの画像データに対して画像処理部３によ
り所定の処理内容の画像処理（例えば、「油彩画風」のアート変換処理等）が施された一
の処理済み画像（図示略）を第１画像Ｐ１として取得しても良い。
【００２１】
　第２画像取得部４ｂは、第２画像Ｐ２を取得する。
　即ち、第２画像取得部４ｂは、画像合成部４ｃによる合成対象の画像である第２画像Ｐ
２を取得する。具体的には、第２画像取得部４ｂは、第１画像Ｐ１として取得される所定
の画像Ｐａの画像データに対して、画像処理部３のアート変換処理部３ａにより所定の処
理内容のアート変換処理（例えば、「色鉛筆風」のアート変換処理等）が施された処理済
み画像Ｐｂの画像データを第２画像Ｐ２として取得する。
　なお、第１画像取得部４ａにより第１画像Ｐ１として一の処理済み画像（図示略）が取
得される場合には、第２画像取得部４ｂは、一の処理済み画像（第１画像Ｐ１）に係るア
ート変換処理（画像処理）の内容とは異なる所定の処理内容のアート変換処理が所定の画
像Ｐａに対して施された他の処理済み画像（図示略）を第２画像Ｐ２として取得しても良
い。
【００２２】
　画像合成部４ｃは、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２とを合成して合成画像Ｐ３を生成する
。
　即ち、画像合成部４ｃは、第１画像取得部４ａにより第１画像Ｐ１として取得された所
定の画像Ｐａの画像データと、第２画像取得部４ｂにより第２画像Ｐ２として取得された
所定の処理内容のアート変換処理が施された処理済み画像Ｐｂの画像データとを合成する
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。具体的には、画像合成部４ｃは、第１画像Ｐ１である所定の画像Ｐａの画像データと第
２画像Ｐ２である処理済み画像Ｐｂの画像データとの間で対応する各画素どうしを上下に
重ね合わせるようにして合成画像Ｐ３を生成する。例えば、画像合成部４ｃは、所定の画
像Ｐａの画像データを下側に配置するとともに処理済み画像Ｐｂの画像データを上側に配
置して重ね合わせた合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ａ；図３（ｂ）参照）を生成す
る。
　なお、上下方向とは、合成画像Ｐ３が表示される表示部１の表示画面（画像表示領域）
に略直交する方向（視認方向）であり、視認者に対して手前側が上側となるとともに奥側
が下側となる。
【００２３】
　領域指定部４ｄは、合成画像Ｐ３の所定領域Ａを指定する。
　即ち、領域指定部４ｄは、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて合成画像Ｐ
３の所定領域Ａ（図４（ａ）等参照）を指定する。具体的には、領域指定部４ｄは、ユー
ザによる操作入力部２のタッチパネル２ａの接触操作に従って当該タッチパネル２ａによ
り検出された接触位置に基づいて合成画像Ｐ３の所定領域Ａを指定する。例えば、表示部
１の表示パネル１ａに合成画像Ｐ３が表示された状態で、ユーザによるタッチパネル２ａ
の所定の接触操作に従って接触位置が検出されると、操作入力部２は、当該接触位置のＸ
Ｙ座標に係る位置信号を領域指定部４ｄに出力する。領域指定部４ｄは、操作入力部２か
ら出力された位置信号が入力されると、当該位置信号に基づいて合成画像Ｐ３の所定領域
Ａ（例えば、顔領域Ａ１等）を指定する。
　このとき、領域指定部４ｄは、操作入力部２から出力されたタッチパネル２ａのユーザ
の接触位置の位置信号の入力状態、即ち、例えば、タッチパネル２ａの単位時間あたりの
接触回数に応じた単位時間あたりの位置信号の入力回数や、タッチパネル２ａの接触操作
が開始されてから終了するまでの時間に応じた位置信号が連続して入力された時間などを
、タッチパネル２ａに対するユーザの接触操作として特定しても良い。
【００２４】
　なお、合成画像Ｐ３の所定領域Ａの指定操作を、タッチパネル２ａを用いて行うように
したが、一例であってこれに限られるものではなく、操作入力部２の他のボタン、例えば
、上下左右移動キーなどを用いて行っても良い。
【００２５】
　合成比率制御部４ｅは、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合成比率を変更させる。
　即ち、合成比率制御部４ｅは、領域指定部４ｄにより指定された合成画像Ｐ３の所定領
域Ａにおける所定の画像Ｐａ（第１画像Ｐ１）と処理済み画像Ｐｂ（第２画像Ｐ２）との
画像合成部４ｃによる合成比率を変更させる。具体的には、合成比率制御部４ｅは、上下
に重ね合わされている所定の画像Ｐａ及び処理済み画像Ｐｂの所定領域Ａにおける処理済
み画像Ｐｂの透過度合、つまり、処理済み画像（上側画像）Ｐｂに対して所定の画像（下
側画像）Ｐａを透過させる度合を変化させることで合成比率を変更させる。
　例えば、合成比率制御部４ｅは、処理済み画像Ｐｂを所定の画像Ｐａに対してアルファ
ブレンディングする際の重みであるアルファ値（０≦α≦１）を用いて、処理済み画像Ｐ
ｂと所定の画像Ｐａとの合成比率を変更する。具体的には、合成比率制御部４ｅは、合成
画像Ｐ３の上側画像である処理済み画像Ｐｂにおける所定領域Ａの位置を特定して、当該
合成画像Ｐ３における所定領域Ａの位置を示す位置情報（例えば、アルファマップ）を生
成する。そして、合成比率制御部４ｅは、所定領域Ａにおける処理済み画像Ｐｂの各画素
のアルファ値が「０」の場合（図３（ａ）参照）、処理済み画像Ｐｂの透過度合が０％で
、所定領域Ａの各画素は処理済み画像Ｐｂの各画素の画素値となり（図３（ｂ）参照）、
また、アルファ値が「１」の場合（図５（ａ）参照）、処理済み画像Ｐｂの透過度合が１
００％で、所定領域Ａの各画素は所定の画像Ｐａの各画素の画素値となり（図５（ｂ）参
照）、また、アルファ値が０＜α＜１の場合（図４（ａ）参照）、処理済み画像Ｐｂの透
過度合が０～１００％の間で変動し、所定の画像Ｐａの各画素の画素値にアルファ値（透
過度合）を乗算した値と処理済み画像Ｐｂの各画素の画素値に１の補数（１－α）を乗算
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した値とを加算（ブレンド）した値が各画素の画素値となる（図４（ｂ）参照）。
　なお、図４（ａ）及び図５（ａ）にあっては、所定領域Ａの透過度合（α値）をドット
の個数によって模式的に表し、ドット数が多いほど透過度合（α値）が大きくなるものと
する。
【００２６】
　また、合成比率制御部４ｅは、タッチパネル２ａが表示画面上の合成画像Ｐ３の所定領
域Ａが表示されている領域に対するユーザの接触操作を検出すると、検出された接触操作
の種類に基づいて、所定領域Ａにおける処理済み画像Ｐｂの透過度合を変化させても良い
。即ち、合成比率制御部４ｅは、例えば、領域指定部４ｄにより所定領域Ａを指定する際
に、ユーザによるタッチパネル２ａの単位時間あたりの接触回数に応じた単位時間あたり
の位置信号の入力回数や、ユーザによるタッチパネル２ａの接触操作が開始されてから終
了するまでの時間に応じた位置信号が連続して入力された時間に基づいて、当該所定領域
Ａにおける処理済み画像Ｐｂの透過度合を変化させる。例えば、合成比率制御部４ｅは、
単位時間あたりの位置信号の入力回数の増加や位置信号が連続して入力された時間の増加
に応じて、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける処理済み画像Ｐｂの透過度合が次第に大き
くなるか、或いは、小さくなるように変化させる。なお、透過度合を大きくするか小さく
するかは、例えば、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて設定可能としても良
い。
　また、合成比率制御部４ｅは、例えば、ユーザによるタッチパネル２ａの所定部分（例
えば、左右の各縁部分等）の接触操作の方向に応じた順次入力される位置信号を結んでな
る軌跡の延在方向に基づいて、所定領域Ａにおける処理済み画像Ｐｂの透過度合を変化さ
せる。例えば、合成比率制御部４ｅは、タッチパネル２ａの左右何れか一の縁部分がユー
ザにより上から下に接触操作されて順次入力される複数の位置信号を結んでなる軌跡が上
から下に延在する場合には、その軌跡が特定された回数に応じて合成画像Ｐ３の所定領域
Ａにおける処理済み画像Ｐｂの透過度合が所定の割合（例えば、５％等）ずつ大きくなる
ように変化させる。その一方で、合成比率制御部４ｅは、例えば、ユーザにより下から上
に操作されて順次入力される複数の位置信号を結んでなる軌跡が下から上に延在する場合
には、その軌跡が特定された回数に応じて合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける処理済み画
像Ｐｂの透過度合が所定の割合（例えば、５％等）ずつ小さくなるように変化させる。
【００２７】
　なお、合成比率の変更を、上下に重ね合わされている第１画像Ｐ１及び第２画像Ｐ２の
所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２の透過度合を変化させることで行うようにしたが、合成
比率を変更する手法は一例であってこれに限られるものではなく、適宜任意に変更可能で
ある。
【００２８】
　画像記録部５は、記録媒体Ｍが着脱自在に構成され、装着された記録媒体Ｍからのデー
タの読み出しや記録媒体Ｍに対するデータの書き込みを制御する。
　即ち、画像記録部５は、画像処理部３の符号化部（図示略）により所定の圧縮形式（例
えば、ＪＰＥＧ形式等）で符号化された合成画像Ｐ３の画像データを記録媒体Ｍに記録さ
せる。具体的には、記録媒体Ｍは、合成比率制御部４ｅにより第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ
２との画像合成部４ｃによる合成比率が変更された合成画像Ｐ３の画像データを記録する
。
　なお、記録媒体Ｍは、例えば、不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）等により構成され
るが、一例であってこれに限られるものではなく、適宜任意に変更可能である。
【００２９】
　プリント部６は、合成画像生成部４により生成された合成画像Ｐ３の画像データに基づ
いて、当該合成画像Ｐ３のプリントを作成する。具体的には、プリント部６は、ユーザに
よる操作入力部２の所定のプリント指示操作に基づいて、メモリ７から合成画像Ｐ３の画
像データを取得して、当該合成画像Ｐ３を所定のプリント用基材に対して所定の印刷方式
により印刷して合成画像Ｐ３のプリントを作成する。
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　なお、プリント用基材としては、例えば、シール紙を用いても良いし、通常の紙を用い
ても良い。また、所定の印刷方式としては、公知の種々の方式を適用することができ、例
えば、オフセット印刷方式、インクジェット印刷方式等が挙げられる。
【００３０】
　メモリ７は、第１画像Ｐ１や第２画像Ｐ２の画像データ等を一時保存するバッファメモ
リや、中央制御部８のＣＰＵの作業領域となるワーキングメモリや、当該画像処理装置の
機能に係る各種プログラムやデータを格納するプログラムメモリ（何れも図示略）等を備
えている。
【００３１】
　中央制御部８は、画像処理装置の各部を制御する。具体的には、中央制御部８は、画像
処理装置の各部を制御するＣＰＵ（図示略）を具備し、各種処理プログラム（図示略）に
従って各種の制御動作を行う。
【００３２】
　次に、画像処理装置による画像生成処理について、図２～図５を参照して説明する。
　図２は、画像生成処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００３３】
　なお、以下の画像生成処理は、ユーザによる操作入力部２の上下左右移動キーや各種機
能キー等の所定操作に基づいて、複数の動作モードの中から合成画像生成モードが選択指
示された場合に実行される。
　また、第１画像Ｐ１として、画像処理部３により所定の画像Ｐａ処理が施されていない
所定の画像Ｐａを例示し、第２画像Ｐ２として、画像処理部３（アート変換処理部３ａ）
により所定のアート変換処理（例えば、「色鉛筆風」のアート変換処理等）が施された処
理済み画像Ｐｂを例示して説明する。
【００３４】
　図２に示すように、先ず、表示部１に表示されている所定数の画像の中で、ユーザによ
る操作入力部２の所定操作に基づいて所定の画像Ｐａが指定されると、合成画像生成部４
の第１画像取得部４ａは、記録媒体Ｍから読み出されて画像処理部３により復号化された
当該所定の画像Ｐａの画像データを第１画像Ｐ１として取得する（ステップＳ１）。その
後、合成画像生成部４は、メモリ７の所定の格納領域に、第１画像Ｐ１として取得された
所定の画像Ｐａの画像データを一時的に格納させる。
【００３５】
　続けて、画像処理部３のアート変換処理部３ａは、第１画像Ｐ１として取得された所定
の画像Ｐａに対して、所定の処理内容のアート変換処理（例えば、「色鉛筆風」のアート
変換処理等）を施した処理済み画像Ｐｂを生成した後、第２画像取得部４ｂは、生成され
た処理済み画像Ｐｂの画像データを第２画像Ｐ２として取得する（ステップＳ２）。その
後、合成画像生成部４は、メモリ７の所定の格納領域に、第２画像Ｐ２として取得された
処理済み画像Ｐｂの画像データを一時的に格納させる。
　なお、所定の画像Ｐａに対して施されるアート変換処理の処理内容は、ユーザによる操
作入力部２の所定操作に基づいて設定されても良いし、デフォルトとして予め定められて
いる処理内容に設定されても良い。
【００３６】
　次に、合成画像生成部４の合成比率制御部４ｅは、第２画像Ｐ２である処理済み画像Ｐ
ｂの透過度合を０％に設定した後、画像合成部４ｃは、所定の画像Ｐａ（第１画像Ｐ１）
の画像データと処理済み画像Ｐｂ（第２画像Ｐ２）の画像データとを合成して合成画像Ｐ
３を生成する（ステップＳ３）。
　具体的には、画像合成部４ｃは、第１画像Ｐ１の画像データを下側に配置するとともに
第２画像Ｐ２の画像データを上側に配置して、これら第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との間
で対応する各画素どうしを互いに重ね合わせるようにして合成画像Ｐ３ａ（図３（ｂ）参
照）を生成する。この場合、第２画像Ｐ２の各画素のアルファ値がα＝０となり（図３（
ａ）参照）、合成画像Ｐ３ａの各画素は第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の各画素の画
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素値となる（図３（ｂ）参照）。
　その後、表示制御部１ｂは、合成画像生成部４により生成された合成画像Ｐ３（例えば
、合成画像Ｐ３ａ等）の画像データを取得して表示パネル１ａの表示画面に表示させる（
ステップＳ４）。
【００３７】
　続けて、中央制御部８のＣＰＵは、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて、
当該画像生成処理の終了を指示する終了指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ
５）。
　ここで、終了指示が入力されたと判定されると（ステップＳ５；ＹＥＳ）、画像記録部
５は、画像合成部４ｃにより生成された合成画像Ｐ３の画像データを記録媒体Ｍに記録さ
せて（ステップＳ６）、画像生成処理を終了させる。
【００３８】
　一方、ステップＳ５にて、終了指示が入力されていないと判定されると（ステップＳ５
；ＮＯ）、合成画像生成部４は、領域指定部４ｄにより合成画像Ｐ３の所定領域Ａが既に
指定されているか否かを判定する（ステップＳ７）。
　ここで、合成画像Ｐ３の所定領域Ａが未だ指定されていないと判定されると（ステップ
Ｓ７；ＮＯ）、領域指定部４ｄは、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて合成
画像Ｐ３の所定領域Ａを指定する指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ８）。
具体的には、領域指定部４ｄは、ユーザによるタッチパネル２ａの所定の接触操作に従っ
て当該タッチパネル２ａにより検出された接触位置に基づいて合成画像Ｐ３の所定領域Ａ
（例えば、顔領域Ａ１）を指定する指示が入力されたか否かを判定する。
【００３９】
　ステップＳ８にて、所定領域Ａを指定する指示が入力されていないと判定されると（ス
テップＳ８；ＮＯ）、領域指定部４ｄは、処理をステップＳ４に戻し、表示制御部１ｂは
、合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ａ等）の画像データを表示パネル１ａの表示画面
に表示させる（ステップＳ４）。
　一方、ステップＳ８にて、所定領域Ａ（例えば、顔領域Ａ１）を指定する指示が入力さ
れたと判定されると（ステップＳ８；ＹＥＳ）、合成比率制御部４ｅは、ユーザによる操
作入力部２の所定操作に基づいて、合成画像Ｐ３の所定領域Ａの透過度合を変化させる指
示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ９）。
　具体的には、合成比率制御部４ｅは、ユーザによるタッチパネル２ａの所定の接触操作
に基づいて操作入力部２から出力される接触位置の位置信号の入力状態、即ち、タッチパ
ネル２ａに対するユーザの接触操作の種類に応じて所定領域Ａの透過度合を変化させる指
示が入力されたか否かを判定する。例えば、ユーザによりタッチパネル２ａの所定部分（
例えば、指定した合成画像Ｐ３の所定領域Ａが表示されている部分）が所定方向に沿って
接触操作されて、当該操作に基づいて接触位置の位置信号が順次入力された場合に、合成
比率制御部４ｅは、所定領域Ａの透過度合を変化させる指示が入力されたと判定する。
【００４０】
　ステップＳ９にて、所定領域Ａの透過度合を変化させる指示が入力されていないと判定
されると（ステップＳ９；ＮＯ）、合成画像生成部４は、処理をステップＳ４に戻し、表
示制御部１ｂは、合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３等；図３（ｂ）参照）の画像デー
タを表示パネル１ａの表示画面に表示させる（ステップＳ４）。
　一方、ステップＳ９にて、所定領域Ａの透過度合を変化させる指示が入力されたと判定
されると（ステップＳ９；ＹＥＳ）、合成画像生成部４は、ユーザによる操作入力部２の
操作（例えば、ユーザによるタッチパネル２ａに対する接触操作）の種類に応じて処理を
分岐させる（ステップＳ１０）。具体的には、合成画像生成部４は、ユーザによる操作入
力部２の操作が第２画像Ｐ２の透過度合を大きくする操作である場合には（ステップＳ１
０；透過度合を大きくする操作）、処理をステップＳ１１に移行させる一方で、ユーザに
よる操作入力部２の操作が第２画像Ｐ２の透過度合を小さくする操作である場合には（ス
テップＳ１０；透過度合を小さくする操作）、処理をステップＳ１２に移行させる。
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【００４１】
＜第２画像Ｐ２の透過度合を大きくする場合＞
　ステップＳ９にて、タッチパネル２ａの指定した所定領域Ａが表示されている部分がユ
ーザにより上から下に接触操作されて上から下に延在するような軌跡を構成する複数の位
置信号が順次入力された場合には、合成比率制御部４ｅは、ユーザの操作が第２画像Ｐ２
の透過度合を大きくする操作である（ステップＳ１０；透過度合を大きくする操作）と特
定して、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の透過度
合を所定の割合（例えば、５％）大きくする（ステップＳ１１１）。そして、画像合成部
４ｃは、合成比率制御部４ｅにより変更された第２画像Ｐ２の透過度合（第１画像Ｐ１と
第２画像Ｐ２との合成比率）に応じた合成画像Ｐ３を生成する。
　これにより、例えば、所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２の透過度合が５％となった場合
、第２画像Ｐ２のアルファ値がα＝０．０５（０＜α＜１）となり（図４（ａ）参照）、
第１画像Ｐ１（所定の画像Ｐａ）の各画素の画素値にアルファ値（α＝０．０５）を乗算
した値と第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の各画素の画素値に１の補数（１－α）を乗
算した値とを加算（ブレンド）した値が合成画像Ｐ３ｂの所定領域Ａの各画素の画素値と
なる（図４（ｂ）参照）。
【００４２】
　次に、合成比率制御部４ｅは、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が１００％以上となっ
たか否かを判定する（ステップＳ１１２）。
　ここで、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が１００％以上となっていないと判定される
と（ステップＳ１１２；ＮＯ）、合成比率制御部４ｅは、処理をステップＳ４に戻し、表
示制御部１ｂは、生成された合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ｂ等）の画像データを
取得して表示パネル１ａの表示画面に表示させる（ステップＳ４）。
　その後、ステップＳ４以降の処理が実行され、具体的には、ステップＳ７にて、合成画
像Ｐ３の所定領域Ａが既に指定されていると判定されると（ステップＳ７；ＹＥＳ）、ス
テップＳ８の処理をスキップして、ステップＳ９にて、合成比率制御部４ｅは、合成画像
Ｐ３の所定領域Ａの透過度合を変化させる指示が入力されたか否かを判定する（ステップ
Ｓ９）。
【００４３】
　そして、ステップＳ１０にて、ユーザによって第２画像Ｐ２の透過度合を大きくする操
作が行われる毎に（ステップＳ１０；透過度合を大きくする操作）、合成比率制御部４ｅ
は、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の透過度合を
所定の割合（例えば、５％）ずつ大きくする（ステップＳ１１１）。
【００４４】
　一方、ステップＳ１１２にて、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が１００％以上となっ
たと判定されると（ステップＳ１１２；ＹＥＳ）、合成比率制御部４ｅは、第２画像Ｐ２
の透過度合を１００％に設定する（ステップＳ１１３）。そして、画像合成部４ｃは、合
成比率制御部４ｅにより変更された第２画像Ｐ２の透過度合（第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ
２との合成比率）に応じた合成画像Ｐ３を生成する。
　これにより、例えば、所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２の透過度合が１００％となった
場合、第２画像Ｐ２の各画素のアルファ値がα＝１となり（図５（ａ）参照）、合成画像
Ｐ３ｃの所定領域Ａの各画素は第１画像Ｐ１（所定の画像Ｐａ）の対応する各画素の画素
値となる（図５（ｂ）参照）。
　その後、合成画像生成部４は、処理をステップＳ４に戻し、表示制御部１ｂは、生成さ
れた合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ｃ等）の画像データを取得して表示パネル１ａ
の表示画面に表示させる（ステップＳ４）。
【００４５】
　また、ステップＳ４にて表示された合成画像Ｐ３の所定領域Ａがユーザ所望の見た目と
なったとユーザにより判断されて、画像生成処理の終了を指示する操作入力部２の所定操
作が行われると、ステップＳ５にて、中央制御部８のＣＰＵは、当該画像生成処理の終了
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を指示する終了指示が入力されたと判定して（ステップＳ５；ＹＥＳ）、ステップＳ５に
て、画像記録部５は、合成画像Ｐ３の画像データを記録媒体Ｍに記録させた後、当該画像
生成処理を終了させる。
【００４６】
＜第２画像Ｐ２の透過度合を小さくする場合＞
　ステップＳ９にて、タッチパネル２ａの指定した所定領域Ａが表示されている部分がユ
ーザにより下から上に接触操作されて下から上に延在するような軌跡を構成する複数の位
置信号が順次入力された場合には、合成比率制御部４ｅは、ユーザの操作が第２画像Ｐ２
の透過度合を小さくする操作である（ステップＳ１０；透過度合を小さくする操作）と特
定して、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の透過度
合を所定の割合（例えば、５％）小さくする（ステップＳ１２１）。そして、画像合成部
４ｃは、合成比率制御部４ｅにより変更された第２画像Ｐ２の透過度合（第１画像Ｐ１と
第２画像Ｐ２との合成比率）に応じた合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ｂ等）を生成
する。
　なお、合成画像Ｐ３の生成手法は、第２画像Ｐ２の透過度合を大きくする場合と同様で
あり、その詳細な説明は省略する。
【００４７】
　次に、合成比率制御部４ｅは、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が０％以下となったか
否かを判定する（ステップＳ１２２）。
　ここで、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が０％以下となっていないと判定されると（
ステップＳ１２２；ＮＯ）、合成比率制御部４ｅは、処理をステップＳ４に戻し、表示制
御部１ｂは、生成された合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ｂ等）の画像データを取得
して表示パネル１ａの表示画面に表示させる（ステップＳ４）。
　その後、ステップＳ４以降の処理が実行され、具体的には、ステップＳ１０にて、ユー
ザによって第２画像Ｐ２の透過度合を小さくする操作が行われる毎に（ステップＳ１０；
透過度合を小さくする操作）、合成比率制御部４ｅは、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおけ
る第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の透過度合を所定の割合（例えば、５％）ずつ小さ
くする（ステップＳ１２１）。
【００４８】
　一方、ステップＳ１２２にて、変更後の第２画像Ｐ２の透過度合が０％以下となったと
判定されると（ステップＳ１２２；ＹＥＳ）、合成比率制御部４ｅは、第２画像Ｐ２の透
過度合を０％に設定する（ステップＳ１２３）。そして、画像合成部４ｃは、合成比率制
御部４ｅにより変更された第２画像Ｐ２の透過度合（第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合
成比率）に応じた合成画像Ｐ３を生成する。
　これにより、例えば、所定領域Ａにおける第２画像Ｐ２の透過度合が０％となった場合
、第２画像Ｐ２の各画素のアルファ値がα＝０となり（図３（ａ）参照）、合成画像Ｐ３
ａの所定領域Ａの各画素は第２画像Ｐ２（処理済み画像Ｐｂ）の対応する各画素の画素値
となる（図３（ｂ）参照）。即ち、第２画像Ｐ２の各画素の画素値が、合成画像Ｐ３ａの
各画素の画素値となる。
　その後、合成画像生成部４は、処理をステップＳ４に戻し、表示制御部１ｂは、生成さ
れた合成画像Ｐ３（例えば、合成画像Ｐ３ａ等）の画像データを取得して表示パネル１ａ
の表示画面に表示させる（ステップＳ４）。
【００４９】
　また、ステップＳ４にて表示された合成画像Ｐ３の所定領域Ａがユーザ所望の見た目と
なったとユーザにより判断されて、画像生成処理の終了を指示する操作入力部２の所定操
作が行われると、ステップＳ５にて、中央制御部８のＣＰＵは、当該画像生成処理の終了
を指示する終了指示が入力されたと判定して（ステップＳ５；ＹＥＳ）、ステップＳ５に
て、画像記録部５は、合成画像Ｐ３の画像データを記録媒体Ｍに記録させた後、当該画像
生成処理を終了させる。
【００５０】
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　以上のように、本実施形態の画像出力装置１００によれば、第１画像Ｐ１、即ち、所定
の画像Ｐａ或いは当該所定の画像Ｐａに対して所定の処理内容の画像処理が施された一の
処理済み画像と、第２画像Ｐ２、即ち、第１画像Ｐ１に係る画像処理の内容とは異なる所
定の処理内容の画像処理が所定の画像Ｐａに対して施された他の処理済み画像Ｐｂとを重
ね合わせて合成した合成画像Ｐ３を生成し、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づ
いて指定された当該合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との
合成比率を変更させるので、ユーザ所望の見た目の画像を得るために、一の画像に対する
画像処理の処理強度をユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて逐次変更して画像
処理を逐次施す必要がなくなる。
　つまり、処理能力のあまり高くない演算装置を搭載した画像出力装置１００などでは、
画像処理を１回実行するだけでも時間がかかり、ユーザ所望の見た目の画像を得る上で、
処理強度を微調整して当該画像処理を繰り返し行う回数が増加するほど長い時間がかかっ
てしまう。これに対して、本実施形態の画像出力装置１００では、処理強度を変更して画
像処理を繰り返し行うのではなく、合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第１画像Ｐ１と第
２画像Ｐ２との合成比率を変更させることにより、見た目上は恰もリアルタイムで処理強
度を変えて画像処理が行われているように見えるものの実際には画像処理が行われないた
め、ユーザ所望の見た目の画像を得るのにかかる時間を短縮することができる。特に、上
下に重ね合わされている第１画像Ｐ１及び第２画像Ｐ２の所定領域Ａにおける上側画像の
透過度合を変化させるだけで合成画像Ｐ３の所定領域Ａにおける第１画像Ｐ１と第２画像
Ｐ２との合成比率を変更することができ、処理能力の高い演算装置を用いなくとも合成比
率が変更された画像を高速で生成することができる。
　従って、所定領域Ａの出力態様が変更された合成画像Ｐ３の生成処理の高速化を図るこ
とができ、処理対象画像における所定領域Ａのみの出力態様を変更処理する場合であって
も、当該処理に時間がかかることによりユーザに与えるストレスを軽減させることができ
る。
【００５１】
　また、ユーザによるタッチパネル２ａの接触操作に従って当該タッチパネル２ａにより
検出された接触位置に基づいて合成画像Ｐ３における所定領域Ａを指定するので、ユーザ
がタッチパネル２ａを所定操作するだけで合成画像Ｐ３の所定領域Ａを簡便に指定するこ
とができる。つまり、ユーザによるタッチパネル２ａの直感的な操作に基づいて所定領域
Ａを簡便に指定することができる。
【００５２】
　さらに、タッチパネル２ａの指定した所定領域Ａが表示されている領域に対するユーザ
の接触操作の種類に基づいて、所定領域Ａにおける上側画像（処理済み画像Ｐｂ）の透過
度合を変化させることができるので、ユーザによるタッチパネル２ａの直感的な操作と所
定領域Ａにおける上側画像の透過度合の変化を対応付けることができ、所定領域Ａにおけ
る上側画像の透過度合を変化させるための操作をより簡便なものとすることができる。
【００５３】
　また、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合成比率が変更された合成画像Ｐ３を記録媒体
Ｍに記録するので、画像生成処理後に、当該合成画像Ｐ３の表示処理やプリント出力処理
といった他の処理に有効に利用することができる。
【００５４】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、上記実施形態の画像生成処理にあっては、処理済み画像Ｐｂの画像データを下
側に配置するとともに所定の画像Ｐａの画像データを上側に配置して重ね合わせた合成画
像Ｐ３、即ち、見た目上、画像処理が施されていない合成画像Ｐ３を生成して、所定領域
Ａについて透過度合を変化させることで次第に画像処理が施されていくようにしても良い
。
　また、下側にカラー画像を配置するとともに上側に当該カラー画像を二値化した画像を
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配置して、所定領域Ａについて透過度合を変化させることで次第にカラー画像が現れてい
くようにしても良い。
　また、上記実施形態においては、タッチパネル２ａに表示されている合成画像Ｐ３の所
定領域Ａに対するユーザの接触操作の種類に基づいて、所定領域Ａにおける上側画像（処
理済み画像Ｐｂ）の透過度合を変化させるようにしたが、これに限らず、タッチパネル２
ａの所定位置（例えば、左右の各縁部分等）に対するユーザの接触操作の種類に基づいて
、透過度合を変化させるようにしても良い。
【００５５】
　また、上記実施形態の画像生成処理にて、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合成比率が
変更された合成画像Ｐ３を記録媒体Ｍに記録させるようにしたが、プリント部６が合成画
像Ｐ３のプリントを作成しても良い。これにより、第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との合成
比率が変更された合成画像Ｐ３のプリントを簡便に得ることができる。
【００５６】
　さらに、上記実施形態にあっては、必ずしも画像記録部５及びプリント部６を備える必
要はなく、例えば、何れか一方のみを備えても良い。また、画像記録部５及びプリント部
６の両方とも備えずに、生成された合成画像Ｐ３の画像データを外部の記録装置やプリン
タ（何れも図示略）に対して出力するような構成であっても良い。
【００５７】
　また、上記実施形態にあっては、操作入力部２にタッチパネル２ａを備えるようにした
が、タッチパネル２ａを備えるか否か、即ち、タッチパネル２ａにより検出された接触位
置に基づいて合成画像Ｐ３の所定領域Ａを指定するか否かは適宜任意に変更可能である。
【００５８】
　さらに、画像処理装置として例示する画像出力装置１００の構成は、上記実施形態に例
示したものは一例であり、これに限られるものではなく、適宜任意に変更することができ
る。
【００５９】
　加えて、上記実施形態にあっては、中央制御部８の制御下にて、合成画像生成部４が駆
動することにより実現される構成としたが、これに限られるものではなく、中央制御部８
のＣＰＵによって所定のプログラム等が実行されることにより実現される構成としても良
い。
　即ち、プログラムを記憶するプログラムメモリに、第１取得処理ルーチン、第２取得処
理ルーチン、合成処理ルーチン、指定処理ルーチン、制御処理ルーチンを含むプログラム
を記憶しておく。そして、第１取得処理ルーチンにより中央制御部８のＣＰＵを、所定の
画像Ｐａを第１画像Ｐ１として取得するように機能させても良い。また、第２取得処理ル
ーチンにより中央制御部８のＣＰＵを、第１画像Ｐ１に所定の画像処理を施した第２画像
Ｐ２を取得するように機能させても良い。また、合成処理ルーチンにより中央制御部８の
ＣＰＵを、取得された第１画像Ｐ１と取得された第２画像Ｐ２とを重ね合わせるように合
成した合成画像Ｐ３を生成するように機能させても良い。また、指定処理ルーチンにより
中央制御部８のＣＰＵを、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて前記合成画像
Ｐ３の所定領域Ａを指定するように機能させても良い。また、制御処理ルーチンにより中
央制御部８のＣＰＵを、指定された所定領域Ａにおける第１画像Ｐ１と第２画像Ｐ２との
合成比率を重ね合わされている第１画像Ｐ１及び第２画像Ｐ２の所定領域Ａにおける上側
画像の透過度合を変化させることで変更させるように機能させても良い。
【００６０】
　さらに、上記の各処理を実行するためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可
能な媒体として、ＲＯＭやハードディスク等の他、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ
、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体を適用することも可能である。また、プログラムのデ
ータを所定の通信回線を介して提供する媒体としては、キャリアウェーブ（搬送波）も適
用される。
【００６１】
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　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定
するものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
　＜請求項１＞
　所定の画像を第１画像として取得する第１取得手段と、
　前記第１画像に所定の画像処理を施した第２画像を取得する第２取得手段と、
　前記第１取得手段により取得された前記第１画像と前記第２取得手段により取得された
前記第２画像とを重ね合わせるように合成した合成画像を生成する合成手段と、
　ユーザによる操作入力部の所定操作に基づいて前記合成画像の所定領域を指定する指定
手段と、
　この指定手段により指定された前記所定領域における前記第１画像と前記第２画像との
前記合成手段による合成比率を重ね合わされている前記第１画像及び前記第２画像の前記
所定領域における上側画像の透過度合を変化させることで変更させる制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
　＜請求項２＞
　前記合成手段により生成された前記合成画像を表示する表示手段を更に備え、
　前記操作入力部は、前記表示手段の表示領域に接触する接触位置を検出するタッチパネ
ルを有し、
　前記指定手段は、ユーザによる前記タッチパネルの接触操作に従って当該タッチパネル
により検出された前記接触位置に基づいて前記所定領域を指定することを特徴とする請求
項１に記載の画像処理装置。
　＜請求項３＞
　前記制御手段は、前記表示手段の前記表示領域のうち前記所定領域が表示されている領
域に対するユーザの接触操作の種類に基づいて、前記所定領域における前記上側画像の透
過度合を変化させることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
　＜請求項４＞
　前記制御手段は、前記タッチパネルの所定位置に対するユーザの接触操作の種類に基づ
いて、前記所定領域における前記上側画像の透過度合を変化させることを特徴とする請求
項２に記載の画像処理装置。
　＜請求項５＞
　前記制御手段により前記第１画像と前記第２画像との前記合成手段による合成比率が変
更された合成画像を記録する記録手段を更に備えることを特徴とする請求項１～４の何れ
か一項に記載の画像処理装置。
　＜請求項６＞
　前記制御手段により前記第１画像と前記第２画像との前記合成手段による合成比率が変
更された合成画像をプリントするプリント手段を更に備えることを特徴とする請求項１～
５の何れか一項に記載の画像処理装置。
　＜請求項７＞
　画像処理装置を用いた画像処理方法であって、
　所定の画像を第１画像として取得するステップと、
　前記第１画像に所定の画像処理を施した第２画像を取得するステップと、
　取得された前記第１画像と前記第２画像とを重ね合わせるように合成した合成画像を生
成するステップと、
　ユーザによる操作入力部の所定操作に基づいて前記合成画像の所定領域を指定するステ
ップと、
　この指定された前記所定領域における前記第１画像と前記第２画像との合成比率を、重
ね合わされている前記第１画像及び前記第２画像の前記所定領域における上側画像の透過
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度合を変化させることで変更させるステップと、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
　＜請求項８＞
　画像処理装置のコンピュータを、
　所定の画像を第１画像として取得する第１取得手段、
　前記第１画像に所定の画像処理を施した第２画像を取得する第２取得手段、
　前記第１取得手段により取得された前記第１画像と前記第２取得手段により取得された
前記第２画像とを重ね合わせるように合成した合成画像を生成する合成手段、
　ユーザによる操作入力部の所定操作に基づいて前記合成画像の所定領域を指定する指定
手段、
　この指定手段により指定された前記所定領域における前記第１画像と前記第２画像との
前記合成手段による合成比率を重ね合わされている前記第１画像及び前記第２画像の前記
所定領域における上側画像の透過度合を変化させることで変更させる制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００６２】
１００　画像出力装置
１　　　表示部
２　　　操作入力部
２ａ　　タッチパネル
３　　　画像処理部
３ａ　　アート変換処理部
４　　　合成画像生成部
４ａ　　第１画像取得部
４ｂ　　第２画像取得部
４ｃ　　画像合成部
４ｄ　　領域指定部
４ｅ　　合成比率制御部
５　　　画像記録部
６　　　プリント部
８　　　中央制御部
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